
九
里
半
街
道
と

大
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・
保
坂
関

(_r) 
泉

義

(ー)
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日
本
海
沿
岸
の
各
地
か
ら
京
都
へ
上
洛
す
る
場
合

に
、
そ
の
多
く
は
敦
賀
を
経
由
し
て
琵
琶
湖
西
岸
の

経
路
を
辿
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ま
た
、
若
狭
国
小

浜
に
上
陸
す
る
こ
と
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
例
え
ば
、
暦
応
三
年
二
三
四

O
)
に
は
、

臨
川
寺
領
加
賀
国
大
野
庄
の
年
貢
に
つ
き
、
「
毎
度
(
1
)
 

仰
小
浜
津
間
居
、
検
納
之
、
加
警
固
可
令
運
送
京
都
し

と
、
若
狭
国
守
護
斯
波
氏
頼
が
命
ぜ
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
文
明
六
年
ご
四
七
四
)
に
は
、
越
後
固
か
ら

送
ら
れ
て
来
た
青
苧
の
割
符
を
小
浜
で
押
し
置
く
に

つ
い
て
、
「
若
州
小
浜
津
代
官
内
藤
佐
渡
入
道
方
へ

泉

九
里
半
街
道
と
大
杉
・
保
坂
関

可
遺
奉
書
」
と
見
え
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
大
原

i
葛
川
l
朽
木
の
経
路
を
辿
っ
た
よ
う
で
、
こ

(
折
)

小
浜
か
ら
京
都
に
達
す
る
た
め
に
採
ら
れ
た
一
般
の
よ
う
な
「
若
狭
荷
」
に
つ
い
て
は
、
「
下
立
関
」

的
な
経
路
に
は
、
次
の
二
つ
が
あ
っ
た
。
(
葛
川
領
内
)
で
「
関
貨
を
可
被
取
候
」
と
指
示
し

①
九
里
半
街
道
を
通
っ
て
琵
琶
湖
西
岸
の
今
津
に
出
、
て
い
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
舟
で
湖
上
を
渡
っ
て
坂
本
・
大
津
な
ど
に
と
こ
ろ
で
、
九
里
半
街
道
と
い
う
の
は
、

上
陸
し
、
つ
い
で
京
都
へ
入
る
経
路
。
む
ろ
ん
こ
の
小
浜

i
国
分
|
市
場
|
熊
川
|
大
杉
|
(
近
江
)
杉

場
合
、
今
津
か
ら
湖
岸
に
沿
っ
て
徒
歩
で
行
く
こ
と
山
保
坂
追
分
商
生
1

今
津

も

あ

っ

た

で

あ

ろ

う

。

と

い

う

経

路

を

辿

る

も

の

で

あ

る

。

こ

の

経

路

は

、

②
九
里
半
街
道
を
保
坂
ま
で
辿
り
、
こ
こ
で
右
折
し
琵
琶
湖
の
舟
運
を
利
用
す
る
場
合
に
は
必
ず
辿
ら
ね

て
、
朽
木
・
葛
川
を
経
て
大
原
に
至
る
経
路
。
ば
な
ら
ず
、
ま
た
湖
東
の
商
人
等
が
小
浜
に
至
る
場

前
者
は
、
琵
官
湖
の
舟
運
を
利
用
で
き
る
と
こ
ろ

A
口
に
も
、
こ
こ
を
必
ず
通
行
し
て
い
た
。
若
狭
に
と

か
ら
、
重
量
物
の
運
搬
に
は
便
利
で
あ
っ
た
と
思
わ
っ
て
こ
の
街
道
は
、
朽
木
大
原
の
経
路
と
と
も
に
、

れ
る
が
、
徒
歩
旅
行
者
や
年
貢
米
輸
送
の
ご
と
き
場
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
ぃ

合
の
多
く
は
、
む
し
ろ
後
者
の
朽
木
|
葛
川
|
大
原
ま
幸
い
な
が
ら
、
こ
の
九
里
半
街
道
に
関
す
る
史
料

の
経
路
を
辿
っ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
例
、
え
ば
、
が
若
干
得
ら
れ
た
の
で
、
以
下
に
少
し
く
検
討
を
加

明
応
二
年
(
一
四
九
三
)
に
は
、
松
田
頼
空
知
行
分
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

の
若
狭
国
鳥
羽
上
保
の
年
貢
米
運
送
に
つ
い
て
、
そ

(
3
)
 

の
煩
い
な
き
勘
過
が
「
葛
川
関
役
人
井
地
下
中
」
に

命
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
嘉
吉
二
年
(
一
四
四
二
)

に
は
、
通
玄
寺
曇
花
院
領
若
狭
国
三
宅
庄
の
年
貢
米

の
相
違
な
き
勘
過
が
、
寸
来
迎
院
大
原
関
所
」
に
対

し
て
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
逆
に

京
都
か
ら
若
狭
国
へ
至
る
荷
物
の
多
く
も
、
同
様
に

2 7の 5省
寸
E
寸
t
』

(上)

2 
ヤ王

寸
臨
川
寺
文
書
」
暦
応
三
年
九
月
十
一
日
室
町
幕
府

御
教
書
(
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
六
)
。

「
政
府
方
書
」
所
載
、
文
明
六
年
七
月
八
日
室
町
幕

府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
(
桑
山
浩
然
氏
校
訂
『
室
町
幕

府
引
付
史
料
集
成
』
上
巻
|
『
日
本
史
料
選
書
』
二

O
)。
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丹波国

3

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
島
郡
今
津
町
保
坂
)
に
設
置
さ
れ
て
い
た
関
所
に
つ

「
葛
川
明
王
院
文
書
し
第
い
て
、
見
て
み
た
い
と
思
う
。

一
三
五
号
、
明
応
二
年
七
大
杉
に
設
け
ら
れ
て
い
た
関
所
に
つ
い
て
は
、
ま

月
十
九
日
室
町
幕
府
奉
行
ず
次
の
よ
う
な
史
料
が
得
ら
れ
る
。

人
連
署
奉
書
案
(
村
山
修
東
岩
蔵
寺
領
若
州
津
々
見
保
之
年
貢
参
百
石
、

一
氏
編
『
葛
川
明
王
院
史
運
送
之
人
夫
参
百
人
、
毎
事
上
下
無
煩
可
有
勘

料

』

)

。

過

之

由

、

被

仰

出

候

也

。

侃

状

如

件

。

水
享
十
年

4

国

立

国

会

図

書

館

所

蔵

七

月

廿

目

安

時

(

花

押

)

(
l
)
 

「

葛

川

明

王

院

文

書

」

第

大

杉

之

関

所

二
六
号
、
嘉
吉
二
年
九
こ
の
史
料
は
、
東
岩
蔵
寺
領
若
狭
国
津
々
見
保
の

月
十
二
日
某
過
所
案
。
年
貢
米
三

O
O
石
を
、
人
夫
三

O
O人
で
京
都
へ
運

5

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
送
す
る
に
際
し
、
大
杉
関
に
お
い
て
煩
い
な
く
勘
過

「
葛
川
明
主
院
文
書
」
第
せ
し
む
べ
し
と
命
じ
た
過
書
(
過
所
)
で
あ
っ
て
、

九
O
号
、
応
永
二
十
六
年
発
給
者
の
安
時
と
は
、
こ
の
大
杉
関
を
領
有
し
た
人

十
月
二
十
一
日
兼
宗
書
状
。
物
の
奉
行
人
で
あ
ろ
う
。
こ
の
永
享
十
年
(
一
四
三

そ
の
他
に
第
八
九
・
九
一
八
)
当
時
の
大
杉
関
の
領
有
者
が
誰
か
は
不
明
で
あ

1
九
七
号
が
あ
る
。
る
が
、
後
に
な
っ
て
、
こ
の
関
の
「
御
本
所
」
と
し

(
2
)
 

)

て

「

大

聖

寺

殿

様

」

な

る

人

物

が

登

場

し

て

く

る

の

(

で

、

右

の

過

書

も

大

聖

寺

々

主

の

命

令

に

よ

っ

て

発

ま
ず
本
節
と
次
節
で
は
、
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
大

九
里
半
街
道
の
途
中
の
大
聖
寺
と
は
、
光
厳
天
皇
妃
の
無
相
定
円
禅
尼
を
開
基

杉
(
現
遠
敷
郡
上
中
町
熊
と
す
る
臨
済
宗
の
尼
寺
で
、
足
利
義
満
の
尽
力
で
創

川
大
杉
)
と
保
坂
(
現
高
建
さ
れ
、
永
徳
二
年
(
一
三
八
二
)
に
は
こ
こ
で
斎

¥ 
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会
が
催
さ
れ
た
。
以
後
、
後
花
園
院
の
姫
{
呂
な
ど
皇

女
の
入
寺
が
続
き
、
門
跡
寺
院
と
し
て
遇
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
聖
寺
は
禁
裏
と
ご
く
近
い
関

係
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
領
有
下
の
大
杉
関
は
広
義

の
禁
裏
御
料
所
と
見
倣
し
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。
「

(
内
)

今
堀
日
士
口
神
社
文
書
L

に
、
「
大
裏
為
御
料
所
、
粟

(
4
)
 

屋
殿
、
大
杉
仁
新
関
を
被
立
候
L

と
見
え
て
い
る
の

は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
大
杉
関
の
領
有
関
係
を
表
現

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
杉
関
の
知
行
の
具
体
相
を
示
し
て
く
れ
る
史
料

と
し
て
は
、
次
の
ご
と
き
も
の
が
あ
る
。

(
端
裏
書
)

「
請
文
安
」

大
聖
寺
殿
様
御
領
、
若
州
大
椙
関
四
分
一
、
古

川
修
理
亮
方
預
り
申
分
、
御
代
官
職
申
請
、
御

請
文
等
事
。

右
於
御
公
用
者
、
自
四
月
至
九
月
六
ヶ
月
者
、

月
別
弐
貫
弐
百
五
拾
文
宛
、
自
拾
月
至
三
月
六

ヶ
月
者
、
壱
貫
弐
百
五
拾
文
宛
、
以
上
年
中
弐

拾
壱
貫
文
、
厳
重
可
進
納
申
。
万
一
・
無
沙
汰
之

儀
候
者
、
難
為
何
時
可
被
召
放
。
其
時
全
不
可

及
一
言
者
也
。
品
川
為
後
日
請
状
、
如
件
。

明
応
拾
年
時
正
月
十
一
日
名
字
判

E
(
5
)
 

大
聖
寺
殿
御
雑
掌

泉

九
里
半
街
道
と
大
杉
・
保
坂
関

こ
れ
は
「
大
椙
関
四
分
ご
の
関
務
代
官
職
請
文
月
の
夏
季
と
十
1
三
月
の
冬
季
と
で
差
が
設
け
て
あ

案
で
あ
る
が
、
署
名
の
と
こ
ろ
に
「
名
字
判
」
と
見
る
の
は
、
こ
こ
を
通
行
す
る
旅
行
者
お
よ
び
荷
物
の

え
る
点
、
お
よ
び
後
に
検
討
す
る
同
年
三
月
十
日
の
量
に
変
動
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
降
雪
の
見
ら
れ
る
冬

(
6
)
 

紹
祷
書
状
に
つ
当
御
代
官
請
文
案
進
之
候
」
と
見
え
季
に
通
行
が
困
難
と
な
る
の
は
当
然
の
事
態
で
あ
る
。

る
点
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
実
は
こ
れ
は
大
聖
寺
か
関
務
の
四
分
一
を
知
行
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
具
体

ら
朽
木
直
親
に
届
け
ら
れ
た
請
文
の
雛
形
に
相
当
す
的
に
ど
の
よ
う
な
状
況
を
指
す
の
か
は
判
然
と
し
な

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
い
が
、
後
の
史
料
に
、
「
宮
川
次
郎
左
衛
門
尉
方
前

(
者
カ
)

の
日
付
は
あ
く
ま
で
も
仮
り
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
未
進
分
事
口
、
只
今
皆
済
候
ハ
て
ハ
:
:
:
彼
抱
分
も

(
7
)
 

関
務
代
官
が
誰
か
は
ま
だ
未
定
の
段
階
な
の
で
あ
る
。
別
人
可
被
仰
付
」
と
述
べ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
関
務

し
か
し
逆
に
、
雛
形
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
領
有
者
大
聖
代
官
と
し
て
は
古
川
氏
以
外
に
宮
川
次
郎
左
衛
門
尉

寺
が
大
杉
関
に
ど
の
よ
う
な
得
分
を
期
待
し
て
い
る
な
る
人
物
も
駐
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、

か
が
直
裁
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
少
な
く
と
も
二
人
(
恐
ら
く
は
四
人
)
の
代
官
に
よ

意
味
で
こ
の
史
料
は
重
要
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
っ
て
知
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

そ
の
言
う
と
こ
ろ
は
、
古
川
修
理
亮
の
預
っ
て
い
も
し
か
す
る
と
こ
の
複
数
の
代
官
が
、
関
銭
賦
課
の

た
大
杉
関
「
四
分
ご
の
代
官
職
が
改
替
さ
れ
た
の
対
象
物
品
を
区
分
し
て
関
務
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で

で
、
新
代
官
は
公
用
銭
と
し
て
、
四

i
九
月
の
六
ヶ
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、
こ
の
古
川
・
宮
川
両
氏
の

月
間
は
月
宛
二
貰
二
五

O
文
、
十

i
三
月
の
六
ヶ
月
代
官
職
を
改
替
し
よ
う
と
し
て
い
る
領
有
者
は
、
と

聞
は
月
宛
一
貫
二
五

O
文
、
年
間
総
額
二
一
貫
文
を
も
に
大
聖
寺
で
あ
る
の
で
、
大
杉
関
の
領
有
権
が
分

大
聖
寺
に
進
納
す
べ
し
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
劃
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
全
体
と
し
て
大

の
年
額
二
一
貫
文
の
公
用
銭
は
、
あ
く
ま
で
も
「
四
聖
寺
の
領
有
下
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

分
一
L

の
関
務
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
杉
さ
て
、
右
の
請
文
案
で
は
、
四
分
一
代
官
た
る
古

関
全
体
で
は
年
間
八
四
貫
文
の
公
用
銭
上
納
が
あ
っ
川
修
理
亮
が
罷
免
さ
れ
る
と
見
え
て
い
た
が
、
そ
の

た
計
算
に
な
ろ
う
。
ま
た
公
用
銭
の
額
が
、
四

1
九
後
任
の
新
代
官
補
任
に
つ
い
て
は
、
同
明
応
十
年
(

(1) 
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ー
文
亀
元
、
一
五

O
ご
二
月
に
な
っ
て
、
大
聖
寺
古
川
分
の
跡
は
直
務
支
配
と
す
る
つ
も
り
で
、
す
で

の
寺
務
僧
た
る
紹
袴
と
、
古
川
・
宮
川
氏
の
主
人
た
に
代
官
と
し
て
中
聞
を
下
し
置
か
れ
た
、
と
い
う
の

る
朽
木
直
親
と
が
折
衝
を
行
な
っ
て
お
り
、
緊
迫
し
で
あ
る
。
こ
の
史
料
で
留
意
す
べ
き
は
、
朽
木
直
親

た

駆

け

引

き

の

様

相

が

窺

え

る

。

の

立

場

で

あ

っ

て

、

彼

は

大

杉

関

の

代

官

職

と

し

て

尚
々
於
拙
者
、
柳
非
等
閑
候
。
自
己
の
被
官
人
を
推
挙
は
す
る
も
の
の
、
決
し
て
直

就
大
椙
関
古
川
方
抱
分
、
預
御
札
候
。
委
細
拝
親
自
身
が
代
官
職
に
補
任
さ
れ
よ
う
と
は
し
て
い
な

見
仕
候
。
大
聖
寺
殿
様
江
懇
致
披
露
候
処
、
如
い
。
一
方
で
関
務
代
官
職
を
競
望
し
て
い
る
武
田
氏

此
御
文
給
候
0

・
:
(
中
略
)
:
・
彼
御
文
ニ
如
被
と
そ
の
被
官
人
久
村
氏
に
お
い
て
も
、
同
様
の
こ
と

仰
候
、
旧
冬
武
田
殿
御
内
入
久
村
方
、
古
川
相
が
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
朽
木
氏
や
武
田
氏
は
、
各
々

違
之
由
申
候
て
、
御
代
官
被
望
申
候
。
近
年
彼
の
被
官
人
を
大
杉
関
に
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

公
用
分
、
御
代
官
中
毎
々
被
致
無
沙
汰
候
条
、
の
地
域
を
支
配
領
域
下
に
納
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

何
も
御
思
案
候
て
可
被
仰
付
之
由
、
御
心
得
候
。
で
あ
り
、
本
所
に
対
し
て
口
入

1
推
挙
を
行
な
う
こ

先
々
古
川
分
之
事
者
、
可
有
御
直
務
御
定
、
御
と
こ
そ
が
、
彼
ら
の
権
限

1
職
務
な
の
で
あ
る
。
一

中
間
被
下
置
候
・
:
(
中
略
)
・
:
。
般
に
こ
の
よ
う
な
所
領
の
請
負
形
態
を
守
護
請
と
称

(
文
亀
元
年
)

一
一
月
十
八
日
紹
権
(
花
押
)
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
朽
木
直
親
の
場
合
に

(

直

親

)

、

，

朽
木
弥
五
郎
殿
御

ι引
は

、

朽

木

庄

地

頭

職

は

保

持

す

る

も

の

の

、

若

狭

大

こ
の
二
月
十
八
日
紹
袴
書
状
の
言
、
っ
と
こ
ろ
は
、
杉
の
地
域
の
在
地
領
有
権
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
、
ぇ

大
杉
関
代
官
で
あ
っ
た
朽
木
直
親
被
官
人
古
川
修
理
ら
れ
ず
、
か
か
る
口
入
が
彼
の
公
的
な
支
配
権
に
拠

亮
が
、
公
用
銭
無
沙
汰
に
よ
っ
て
改
替
さ
れ
る
こ
と
っ
て
い
た
と
は
言
え
ま
い
。
在
地
の
小
領
主
層
を
い

と
な
り
、
朽
木
直
親
は
新
代
官
推
挙
の
書
状
を
提
出
か
に
被
官
化
さ
せ
て
い
る
か
、
つ
ま
り
在
地
に
お
け

し
た
が
、
一
方
、
若
狭
守
護
武
田
元
信
の
被
官
人
久
る
勢
力
こ
そ
が
、
こ
の
よ
う
な
口
入
に
有
効
に
作
用

村
氏
か
ら
も
、
代
官
職
競
望
の
申
し
入
れ
が
行
な
わ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

れ
て
い
る
。
し
か
し
本
所
大
聖
寺
の
意
向
と
し
て
は
、
さ
て
次
に
、
二
月
二
十
七
日
の
紹
袴
室
長
を
見
て

み
る
と
、
旧
代
官
古
川
氏
の
跡
を
朽
木
直
親
が
別
の

被
官
人
に
仰
せ
付
け
よ
う
と
す
る
の
は
、
子
細
を
存

知
し
な
い
所
行
だ
と
厳
し
く
非
難
さ
れ
る
と
共
に
、

今
後
こ
の
関
は
直
務
と
な
る
の
で
、
久
村
氏
の
競
望

も
退
け
ら
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
続
け

て
、
こ
れ
ま
で
の
未
進
分
十
二
貫
文
を
直
ち
に
皆
済

し
、
か
つ
代
官
職
請
文
を
厳
重
に
作
成
・
提
出
す
る

な
ら
ば
、
直
親
の
要
請
通
り
に
、
被
官
人
に
代
官
職

が
宛
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
、
と
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
大
聖
寺
な
ら
び
に
紹
祷
の
真
意
と
し
て

は
、
朽
木
氏
被
官
人
が
引
き
続
い
て
関
務
代
官
職
を

知
行
す
る
の
は
や
む
を
え
ず
、
む
し
ろ
代
官
職
改
替

の
機
会
に
、
古
川
氏
未
進
分
を
遡
っ
て
納
入
さ
せ
よ

う
と
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ

の
た
め
に
彼
ら
は
、
武
田
氏
被
官
人
久
村
氏
の
関
務

競
望
を
述
べ
、
さ
ら
に
は
直
務
支
配
と
な
る
可
能
性

を
も
示
唆
し
て
、
領
有
者
と
し
て
の
立
場
を
有
利
に

保
と
う
と
努
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
朽
木
直
親
の
姿
勢
も
強
硬
で
あ

っ
た
よ
う
で
、
大
聖
寺
お
よ
び
紹
袴
は
、
次
第
に
そ

の
要
求
を
後
退
さ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
す
な
わ

(
叩
)

ち
三
月
三
日
紹
権
書
状
を
見
る
と
、
寸
一
両
日
中
、

古
川
方
之
跡
預
り
申
候
仁
鉢
、
被
持
上
、
厳
重
一
一
請

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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文
等
可
被
調
候
」
と
て
、
新
代
官
と
な
る
べ
き
被
官

人
を
近
日
中
に
推
挙
し
、
代
官
職
請
文
を
厳
重
に
調

え
る
よ
う
に
と
述
べ
、
来
る
五
日
中
に
「
古
川
分
未

進
六
貫
八
百
文
」
を
、
新
代
官
に
持
参
さ
せ
る
よ
う

に
と
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
未
進
公
用
銭
の
額
が

減
少
し
・
て
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ

う
に
、
大
聖
寺
は
、
そ
の
強
硬
な
要
求
が
か
え
っ
て

負
的
に
作
用
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
未

進
分
皆
済
は
あ
る
程
度
諦
め
て
、
む
し
ろ
以
後
の
公

用
銭
上
納
を
こ
そ
速
や
か
に
実
現
し
よ
う
と
考
え
た

の
で
あ
る
。
朽
木
直
親
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
こ
そ
が

密
か
に
意
図
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

つ
い
で
三
月
十
日
の
紹
袴
書
状
に
な
る
と
、
本
所

大
聖
寺
の
姿
勢
は
さ
ら
に
後
退
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
「
古
川
未
進
、
歪
去
年
者
四
貴
文
余

'm
て

候
」
な
の
で
、
こ
れ
を
必
ず
納
入
し
、
ま
た
「
正
・

二
月
公
用
弐
貫
五
百
文
し
は
直
ち
に
上
納
す
べ
し
と

述
べ
ら
れ
る
と
共
に
、
「
当
御
代
官
請
文
案
文
、
進

之
候
。
則
調
可
有
御
上
候
」
と
て
、
代
官
職
請
文
の

案
文
(
雛
形
の
こ
と
)
を
遣
し
た
の
で
、
そ
れ
に
則

し
て
作
成
し
提
出
す
る
こ
と
と
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
未
進
分
の
額
の
さ
ら
に
減
ぜ
ら
れ
て
い
る

点
が
、
本
所
大
聖
寺
の
立
場
の
弱
き
を
如
実
に
一
示
し

泉

九
里
半
街
道
と
大
杉
・
保
坂
関

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
こ
こ
で
、
請
文
案
文
が

送
ら
れ
た
と
見
え
て
い
る
が
、
こ
の
案
文
こ
そ
が
前

掲
し
た
明
応
十
年
正
月
十
一
日
付
の
請
文
案
を
指
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
の
三
月
十
七
日
紹
裾
書
状
に
至
る
と
、
つ
い

に
古
川
氏
未
進
分
に
関
す
る
記
述
が
見
え
な
く
な
っ

て
し
ま
、
っ
。
(
包
紙
上
書
)

「

蔵
春
軒

r

ワ

木

弥

五

郎

殿

紹

権

一

御

宿

所

干

し

大
椙
関
公
用
銭
弐
貫
五
百
文
請
取
、
別
紙
ニ
調

令
進
候
。
の
而
百
疋
上
給
候
。
目
出
候
。
祝
着

之
儀
候
問
、
御
請
文
相
副
、
御
本
所
江
懇
可
致

披
露
候
。
千
秋
万
歳
目
出
候
。
将
又
御
本
所
御

契
約
状
、
只
今
申
届
可
進
候
(
中
略
)
公
用
方

月
宛
之
儀
も
、
厳
重
被
仰
付
候
ハ
、
肝
要
候
。

期
後
信
候
。
恐
々
謹
言
。

(
文
亀
元
年
)

三
月
十
七
日
紹
権
(
花
押
)

朽
木
弥
五
郎
殿
(
ロ
)

御
宿
所

す
な
わ
ち
、
正
・
二
月
分
の
公
用
銭
二
貫
五

0
0

文
(
月
別
一
貫
二
五

O
文
で
あ
っ
た
)
と
礼
銭
一

O

O
疋
を
請
け
取
っ
た
旨
の
礼
辞
が
述
べ
ら
れ
、
本
所

か
ら
の
契
約
状
は
や
が
て
調
進
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か

ら
、
月
宛
公
用
銭
を
厳
重
に
納
入
す
る
よ
う
仰
せ
付

(1] 

け
ら
る
べ
し
と
見
え
る
だ
け
で
、
古
川
氏
未
進
分
に
関

す
る
記
述
は
も
は
や
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
本
所
大
聖
寺
の
未
進
分
皆
済
の
企
図

は
、
完
全
に
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

文
亀
元
年
の
大
杉
関
代
官
職
改
替
に
か
か
わ
る
史

料
は
、
以
上
の
六
点
が
全
て
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
、

本
所
大
聖
寺
の
企
図
し
た
未
進
分
皆
済
の
試
み
は
失

敗
に
帰
し
、
代
官
職
も
、
旧
来
と
同
様
に
朽
木
氏
被

官
人
(
姓
名
未
詳
)
に
宛
行
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
在
地
に
勢
力
を
持
つ
者
の
意
向
に
添
う

こ
と
が
、
公
用
銭
確
保
の
最
も
容
易
な
方
法
で
あ
っ

て
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
大
聖
寺
の
対
応
も
や
む
を
得

な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
代
官
職
改
替

に
よ
っ
て
、
以
後
の
月
宛
公
用
銭
が
厳
重
に
納
入
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
聖
寺
の
行

為
も
あ
な
が
ち
徒
労
で
あ
っ
た
と
は
言
え
ま
い
。

次
に
、
大
杉
関
に
つ
い
て
は
、
享
禄
二
年
(
一
五

二
九
)
の
近
江
高
島
郡
南
北
古
賀
商
人
出
銭
条
々
案

に
見
、
え
る
、
次
の
ご
と
き
一
節
に
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
一
大
裏
為
御
料
所
、
粟
屋
殿
、
大
杉
仁
新
関
を

(
朽
)

被
立
候
。
口
木
殿
御
内
人
飯
田
新
兵
衛
尉
馳

走
候
て
、
棄
破
候
。
御
樽
御
礼
物
支
配
同
前
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(
日
)

之

事

。

最

後

に

、

羽

賀

寺

年

中

行

事

の

次

の

一

節

に

注

目

こ
れ
に
よ
る
と
、
享
禄
二
年
を
若
干
遡
る
時
点
で
、
し
て
お
こ
う
。

(
内
)
大
裏
御
料
所
と
し
て
、
粟
屋
氏
に
よ
り
大
杉
に
新
関
一
粟
屋
右
馬
允
、
鮮
人
、
天
文
廿
一
壬
子
年
三

が
設
置
さ
れ
た
が
、
朽
木
氏
被
官
人
飯
田
新
兵
衛
尉
月
廿
日
ニ
、
大
杉
之
関
マ
テ
来
テ
武
案
ヲ
廻

の
尽
力
に
よ
っ
て
こ
れ
は
棄
破
き
れ
た
と
見
え
て
い
シ
、
同
廿
一
日
責
入
リ
、
吉
田
ヲ
焼
キ
、
下

る
。
前
述
来
の
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
も
同
ハ
蕪
六
7

テ
火
ヲ
懸
ケ
発
向
ス
。
此
時
信

じ
く
大
聖
寺
を
本
所
と
す
る
関
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
豊
、
御
館
へ
御
帰
リ
ア
リ
テ
、
軍
兵
等
ヲ
被

う
が
、
今
回
は
武
田
氏
被
官
人
粟
屋
氏
が
知
行
す
る
遣
、
先
ツ
武
田
彦
五
殿
ヲ
大
将
ト
〆
、
山
田
制

こ
と
と
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
朽
木
氏
と
し
て
は
こ
・
宇
野
、
其
外
諸
勢
等
馳
向
テ
、
二
度
合
戦

れ
を
座
視
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
ま
た
南
北
ア
リ
。
当
国
勝
チ
軍
サ
タ
ル
問
、
右
馬
允
引

(
M
)
 

古
賀
商
人
衆
か
ら
の
依
頼
も
あ
っ
て
、
朽
木
氏
は
飯
退
キ
畢
ヌ
(
下
略
)

回
新
兵
衛
尉
に
命
じ
て
新
関
停
止
の
訴
、
え
を
大
聖
寺
こ
れ
に
よ
る
と
、
若
狭
国
を
没
落
し
た
粟
屋
右
馬

に
行
な
わ
せ
、
棄
破
に
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
允
と
牢
人
衆
が
、
天
文
二
十
一
年
(
一
五
五
二
)
三

で
あ
る
。
大
杉
に
新
関
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
商
人
月
に
大
杉
関
に
集
結
し
、
こ
こ
か
ら
国
内
に
改
め
入

衆
に
と
っ
て
は
死
活
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
ま
た
っ
て
、
吉
田
か
ら
蕪
六
(
現
上
中
町
兼
田
加
福
六
)

朽
木
氏
に
と
っ
て
も
、
大
杉
に
武
田
氏
の
勢
力
が
介
に
至
る
ま
で
火
を
放
っ
て
狼
籍
を
働
い
た
が
、
武
田

入
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
容
認
で
き
な
か
っ
た
の
信
豊
の
命
に
よ
り
、
武
田
彦
五
や
山
鯨
・
宇
野
氏
の

で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
は
、
前
述
し
た
朽
木
氏
被
官
軍
が
馳
せ
向
っ
て
、
こ
れ
を
退
散
せ
し
め
た
と
い
う

人
知
行
の
大
杉
関
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。
粟
屋
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
別
の
機
会

が
、
文
亀
年
聞
か
ら
引
き
続
い
て
存
続
し
て
い
た
と
で
検
討
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
大
杉
関
が
、
若

見
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
新
関
な
る
表
現
は
、
朽
狭
国
へ
入
る
ま
さ
に
玄
関
口
の
位
置
に
あ
る
こ
と
だ

木
氏
被
官
人
の
知
行
す
る
本
関
に
対
す
る
も
の
な
の
け
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
な
お
こ
の
記
述
に
よ
っ

で

は

あ

る

ま

い

か

。

て

も

、

大

杉

に

関

の

設

置

さ

れ

て

い

た

こ

と

が

確

か

70 

め
う
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

、王
l

『
大
覚
寺
文
書
』
第
一
二

O
号
の
三
。

2

奥
野
高
広
・
加
藤
哲
氏
校
訂
『
朽
木
文
書
』
第
三
四

三
i
三
四
七
号
(
『
史
料
纂
集
』
古
文
書
編
)
。
内
閣

文
庫
影
印
叢
刊
『
朽
木
家
古
文
書
』
下
巻
、
第
六
六
五
号
。

3

日
本
歴
史
地
名
大
系
二
七
『
京
都
市
の
地
名
』
の
「

大
聖
寺
」
の
項
。

4

仲
村
研
氏
編
『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
第
二
ニ

八
号
、
(
享
禄
二
年
)
六
月
七
日
、
南
北
古
賀
商
人
出

銭
条
々
案
。

5

内
閣
文
庫
影
印
叢
刊
『
朽
木
家
古
文
書
』
第
六
六
五

号。

『
朽
木
文
書
』
第
三
四
六
号
。

『
朽
木
文
書
』
第
三
四
五
号
。

『
朽
木
文
書
』
第
三
四
三
号
。

『
朽
木
文
書
』
第
三
四
四
号
。

『
朽
木
文
書
』
第
三
四
五
号
。

『
朽
木
文
書
』
第
三
四
六
号
。

『
朽
木
文
書
』
第
三
四
七
号
。

前
注
4
史
料
。

「
羽
賀
寺
文
書
L

第
二
四
号
(
『
小
浜
市
史
』
社
寺

6 7 8 9 14 13 12 11 10 
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文
書
編(-=:) 

本
節
で
は
、
保
坂
関
に
関
す
る
史
料
を
検
討
し
て

み
よ
う
。
ま
ず
次
の
よ
う
な
連
署
状
が
得
ら
れ
る
。

就
保
坂
関
事
、
先
度
難
有
下
知
、
子
今
無
承
引

之
由
候
問
、
重
而
遣
折
紙
者
也
。
然
者
早
々
被

申
宥
、
当
知
行
無
煩
者
可
然
之
由
、
衆
議
候
也
。

侃
折
紙
如
件
。

文
明
四三
月
三
日

学講
頭衆

祐代賢一

深俊1
花花
押す甲

71 

(
員
綱
)

(

1

)

朽
木
殿

こ
の
史
料
は
、
延
暦
寺
の
某
塔
頭
に
属
す
る
学
頭

代
と
講
衆
一
和
尚
と
が
、
議
衆
の
衆
議
と
し
て
決
定

さ
れ
た
こ
と
を
朽
木
貞
綱
に
伝
え
た
も
の
で
、
そ
の

言
う
と
こ
ろ
は
、
保
坂
関
の
関
務
代
官

(
1朽
木
氏

被
官
人
)
が
、
先
度
の
下
知
に
つ
い
て
承
引
し
て
い

な
い
白
で
あ
る
の
で
、
早
々
に
朽
木
貞
綱
よ
り
代
官

に
申
し
宥
め
て
、
煩
い
な
く
関
務
を
知
行
す
る
よ
う

に
と
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
、
保
坂

関
の
領
有
権
(
本
所
も
し
く
は
領
家
職
)
は
延
暦
寺

の
某
塔
頭
に
属
し
、
現
地
に
お
け
る
関
務
は
、
朽
木

貞
綱
被
官
人
の
担
当
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

泉

九
里
半
街
道
と
大
杉
・
保
坂
関

承
引
な
き
こ
と
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

恐
ら
く
は
延
暦
寺
に
上
納
す
べ
き
公
用
銭
、
も
し
く

は
代
官
得
分
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
保
坂
関
に
つ
い
て
は
、
次
の
ご
と
き
室
町

幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
が
得
ら
れ
る
。

江
州
高
島
郡
保
坂
関
内
競
臨
心
計
、
~
一
長

跡
一
所
事
、
為
御
料
所
被
預
置
細
河
伊
豆
一
守
詑
。

宣
被
存
知
之
由
、
被
仰
出
候
也
。
の
執
達
如
件
。

明

応

三

(

松

田

)

十
一
月
廿
六
日
英
致
(
花
押
)

(
諏
訪
)

貞
通
(
花
押
)

(
材
秀
)

(

2

)

佐
々
木
朽
木
殿

こ
の
史
料
は
、
将
軍
足
利
義
材
が
延
徳
三
年
(
一

四
九
二
八
月
以
来
行
な
っ
た
、
近
江
田
守
護
六
角

高
頼
征
伐
の
事
後
処
理
に
関
す
る
も
の
で
、
六
角
高

頼
の
領
有
し
て
い
た
保
坂
関
の
内
の
一
所
を
閥
所
処

分
に
し
て
将
軍
家
御
料
所
に
加
え
、
こ
れ
を
細
川
政

誠
に
預
け
置
い
た
の
で
存
知
す
る
よ
う
に
と
伝
え
た

も
の
で
あ
る
。
前
掲
史
料
に
見
え
た
延
暦
寺
の
当
関

領
有
権
と
、
こ
の
六
角
高
頼
の
領
有
権
と
が
、
ど
の

よ
う
に
関
係
す
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
「
一

所
」
と
見
え
る
点
に
注
目
す
れ
ば
、
恐
ら
く
は
並
列

的
な
領
有
関
係
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
割
注

に
お
い
て
、
朽
木
材
秀
の
知
行
分
と
小
林
新
左
衛
門

件い

入
道
の
知
行
分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
除
く
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
の
で
、
現
地
の
関
務
知
行
権
に
つ
い
て

は
、
な
ん
ら
変
更
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

後
の
史
料
に
お
い
て
、
小
林
氏
の
当
関
に
関
す
る
権

(
3
)
 

限
を
、
「
保
坂
関
務
一
方
公
文
分
」
と
述
べ
る
も
の

が
あ
る
の
で
、
小
林
新
左
衛
門
入
道
と
朽
木
材
秀
(

実
際
に
は
そ
の
被
官
人
)
と
は
、
と
も
に
当
関
の
公

文
と
し
て
関
務
を
知
行
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
当
関
の
知
行
を
行
な
う
代
官
が
二
名
い
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
年
未
詳
二
月
二
十
二
日
、
姓
未
詳
景

持
室
田
状
に
、
「
保
坂
御
関
代
官
之
事
、
此
間
両
人
有

(
4
)
 

名
無
実
之
様
候
」
と
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。

右
の
奉
行
人
奉
書
で
高
頼
跡
一
所
を
預
け
置
か
れ

た
細
川
政
誠
は
、
続
い
て
同
日
に
朽
木
材
秀
に
宛
て

て
書
状
を
発
し
、
「
高
頼
跡
事
、
為
御
料
所
被
成
下

御
下
知
候
:
:
:
彼
在
所
事
、
御
被
官
人
請
地
之
由
、

承
及
候
。
然
者
不
相
違
可
申
A
口
候
。
於
公
用
者
、
如

先
々
厳
重
可
有
運
上
之
由
、
任
上
意
、
堅
被
仰
付
候

(
5
)
 

、
所
仰
候
し
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
保
坂

関
は
朽
木
氏
被
官
人
の
請
地
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、

相
違
な
き
よ
う
に
申
し
伝
え
、
公
用
銭
は
従
来
通
り

に
厳
重
に
運
上
す
る
よ
う
、
上
意
に
任
せ
て
仰
せ
付
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若
越
郷
土
研
究

二
七
巻
五
号

72 

け
ら
る
べ
し
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ

っ
て
、
か
つ
て
六
角
高
頼
が
領
有
し
た
保
坂
関
一
所

に
お
い
て
は
、
そ
の
後
、

将
軍
家
|
細
川
政
誠
!
朽
木
材
秀
!
被
官
人
(
請
地

)
と
い
う
、
領
有
・
知
行
関
係
の
成
立
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
当
関
領
有
権
を
も
っ

延
暦
寺
の
一
所
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
、

延
暦
寺
l
小
林
新
左
衛
門
入
道
関
務
代
官

と
い
う
領
有
・
知
行
関
係
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
永
二
年
(
一
五
二
二
)
に
至
っ
て
、
こ
の
延
暦

寺
の
支
配
下
で
関
務
を
知
行
し
て
い
た
小
林
氏
の
代

官
職
に
対
し
、
桂
田
孫
次
郎
が
競
望
を
企
て
る
と
い

う
事
態
が
出
来
し
た
。

小
林
小
五
郎
国
家
申
、
江
州
高
島
郡
保
坂
関
務

(
帯
)

一
方
公
文
分
事
、
対
御
下
知
数
十
ヶ
年
当
知
行

無
相
違
之
処
、
近
日
桂
田
孫
次
郎
、
無
謂
致
押

妨
之
企
云
々
。
事
実
者
、
好
市
招
其
答
者
敗
。

言
語
道
断
次
第
也
。
所
詮
、
若
及
乱
入
者
、
早

令
ム
ロ
カ
国
家
代
官
、
退
彼
競
望
、
可
被
全
関
務

之
由
、
被
仰
出
候
也
。
の
執
達
如
件
。

大

永

二

(

松

田

)

五
月
廿
八
日
頼
興
(
花
押
)

(
諏
訪
)

長
俊
(
花
押
)

饗
庭
殿

小
林
小
五
郎
国
家
申
、
江
州
高
島
郡
保
坂
関
務

(
帯
)

一
方
公
文
分
事
、
対
御
下
知
数
十
ヶ
年
当
知
行

無
相
違
之
処
、
近
日
桂
田
孫
次
郎
、
無
謂
致
押

妨
之
企
云
々
。
事
実
者
、
好
而
招
其
机
一
国
者
敗
。

言
語
道
断
次
第
也
。
所
詮
、
若
及
乱
入
者
、
速

可
被
退
競
望
之
儀
。
次
彼
関
務
公
用
事
、
近
年

寄
事
於
左
右
、
減
少
之
条
、
太
不
可
然
。
向
後

如
先
々
、
厳
密
可
被
執
沙
汰
。
更
不
可
有
難
渋

之
由
、
被
仰
出
候
也
。
品
川
執
達
如
件
。

↓

人

、

本

安

ぺ

(

松

田

)

五
月
廿
八
日
頼
輿
(
花
押
)

(
諏
訪
)

長
俊
(
花
押
)

(
植
広
)
(
7
)

佐
々
木
朽
木
殿

右
の
二
点
の
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
の
う
ち
、
前

者
は
、
保
坂
関
近
在
の
在
地
領
主
饗
庭
氏
に
宛
て
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
朽
木
植
広
宛
て
の
も
の

で
あ
る
。
内
容
は
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
後

半
部
分
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
に
よ
る
と
、

小
林
国
家
が
数
十
年
に
百
一
っ
て
当
知
行
の
「
保
坂
関

務
一
方
公
文
分
」
に
対
し
、
桂
田
孫
次
郎
が
押
妨
を

企
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
国
家
の
代
官
と
合
力

し
て
、
そ
の
競
望
を
退
け
る
よ
う
に
と
命
ぜ
ら
れ
て

い
る
。
小
林
国
家
は
、
前
掲
明
応
三
年
の
史
料
に
見

え
た
小
林
新
左
衛
門
入
道
の
子
息
と
考
え
ら
れ
、
彼

は
保
坂
関
の
一
方
公
文
分
の
知
行
権
を
持
ち
、
現
地

に
は
自
ら
の
被
官
人
を
関
務
代
官
と
し
て
派
遣
し
て

い
た
。
し
か
る
に
こ
の
代
官
職
に
対
し
て
、
桂
田
孫

次
郎
が
競
望
を
企
て
、
乱
入
し
て
押
妨
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
桂
田
氏
は
、
古
く
朽
木
貞
高
の
時
代

(
約
五

O
年
以
前
の
十
五
世
紀
中
期
)
に
、
保
坂
関

(
8
)
 

に
関
し
て
、
「
桂
田
跡
之
事
、
為
山
上
衆
申
由
」
と

て
、
関
務
代
官
職
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
な

ん
ら
か
の
理
由
に
よ
り
閥
所
処
分
を
受
け
る
と
い
う

経
緯
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
跡
は
、

小
林
氏
(
お
よ
び
そ
の
代
官
)
が
以
後
数
十
年
に
亘

っ
て
知
行
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
大
永
二
年
に
至
り
、
桂
田
孫
次
郎
は
、
か
つ
て

の
こ
う
し
た
由
緒
に
依
拠
し
て
、
関
務
代
官
職
を
競

望
す
る
と
い
う
行
為
に
出
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
奉
書
と
同
内
容
で
宛
先
の
異
な
る
も
の
が
、
他
に
一

(
9
)
 

七
点
発
給
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
後
者
の
朽
木
植
広
宛
て
奉
行
人
連
署
奉
書

は
、
同
様
に
桂
田
孫
次
郎
の
押
妨
を
退
け
る
よ
う
命

ず
る
と
共
に
、
関
務
公
用
銭
が
近
年
減
少
し
つ
つ
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
以
後
厳
密
に
沙
汰
す
る

よ
う
に
と
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
桂
田
孫
次
郎
の
押
妨
を
排
除
す
べ
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し
と
の
命
令
が
下
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

事
態
は
容
易
に
解
決
が
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
同

年
十
一
月
三
日
に
至
り
、
再
び
そ
の
違
乱
を
停
止
す

べ
し
と
の
奉
行
人
連
署
奉
書
が
発
給
さ
れ
る
に
及
ん

だ。

小
林
小
五
郎
国
家
申
、
江
州
高
島
郡
保
坂
関
務

一
方
公
文
分
事
、
巳
前
桂
田
孫
次
郎
無
謂
致
押

妨
之
企
之
条
、
被
成
奉
書
之
処
、
今
度
彼
関
務

代
官
職
事
、
号
有
契
約
之
子
細
、
及
違
乱
云
々
。

太
不
可
然
。
早
退
彼
妨
、
公
用
等
、
如
先
々
厳

密
可
被
執
沙
汰
也
。
若
於
難
渋
者
、
可
有
異
沙

汰
之
由
、
被
仰
出
候
也
。
の
執
達
如
件
。

大

永

弐

(

松

田

)

十

一

月

三

日

頼

輿

(

花

押

)

(
治
部
)

貞
兼
(
花
押
)

73 

(
植
広
)
(
叩
)

佐
々
木
朽
木
殿

こ
れ
に
よ
る
と
、
桂
四
孫
次
郎
は
、
「
彼
関
務
代

官
職
事
、
号
有
契
約
之
子
細
、
及
違
乱
」
と
て
、
自

分
が
関
務
代
官
職
に
補
任
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
か
な
る
契
約
を
言
う
の
で

あ
ろ
う
か
。
ま
た
後
半
で
、
公
用
銭
難
渋
の
事
態
が

あ
れ
ば
朽
木
植
広
に
対
し
て
「
異
沙
汰
」
が
あ
る
で

あ
ろ
う
と
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
二
つ
の
点
を
考
え
る
に
は
、
桂

泉

九
里
半
街
道
と
大
杉
・
保
坂
関
凶

田
孫
次
郎
と
朽
木
植
広
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
て
一
向
に
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
迷
惑
の

け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
よ
り
間
も
な
く
事
態
と
な
っ
て
い
る
、
旧
来
は
月
宛
三

O
O
疋
で
、

の
十
二
月
六
日
に
発
せ
ら
れ
た
、
次
の
ご
と
き
小
林
懇
望
に
よ
っ
て
少
し
減
額
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ

国
家
書
状
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
無
沙
汰
し
マ
い
る
の
で
、
厳
重
に
仰
せ
付
け
ら
れ
る

尚
々
御
公
用
事
、
此
者
ニ
被
相
副
候
て
、
よ
う
に
、
と
一
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
書
状
の
語
る
と

早

速

可

上

給

事

肝

要

候

。

こ

ろ

に

よ

っ

て

、

桂

田

孫

次

郎

は

朽

木

穂

広

の

被

官

就
役
所
之
儀
、
被
成
御
下
知
候
条
、
態
下
進
之
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
桂
田
氏
に
よ
る
関
務

候
。
伯
先
度
桂
田
致
違
乱
之
由
、
御
注
進
之
問
、
代
官
職
競
望
は
、
む
し
ろ
朽
木
植
広
の
意
向
と
し
て

則
所
々
迄
被
成
御
下
知
候
之
処
、
無
故
役
所
、
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

桂
田
ニ
被
仰
付
候
由
蒙
仰
候
事
、
不
及
覚
悟
候
。
桂
田
氏
が
、
「
今
度
彼
関
務
代
官
職
事
、
号
有
契
約

殊
其
以
後
御
公
用
、
一
向
不
被
仰
付
候
。
迷
惑
之
子
細
L

し
た
の
は
、
実
は
朽
木
植
広
か
ら
こ
の
代

至
極
候
。
先
々
者
毎
月
三
百
疋
宛
到
来
候
キ
。
官
職
を
宛
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の

然
お
種
々
御
懇
望
候
・
、
少
被
減
候
。
近
年
猶
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
朽
木
植
広
は
、
こ
れ
ま
で
小

以
御
無
沙
汰
、
無
是
非
候
。
所
詮
、
如
先
々
被
林
国
家
の
代
官
と
し
て
関
務
を
知
行
し
て
い
た
人
物

(
7
7
)
 

付
仰
候
者
、
尤
可
為
本
望
候
。
委
細
段
此
者
可
(
姓
名
未
詳
)
を
排
除
し
、
代
わ
っ
て
、
自
己
の
被

申
入
候
条
、
不
能
詳
候
。
恐
々
謹
言
。
官
人
桂
田
孫
次
郎
を
そ
の
代
官
に
配
置
し
よ
う
と
し

(

大

永

二

年

)

(

小

林

)

十
二
月
六
日
国
家
(
花
押
)
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
試
み
は
成
功

(
植
広
)

朽

木

弥

五

郎

殿

(

日

)

し

、

加

え

て

小

林

国

家

に

納

入

す

べ

き

公

用

銭

の

減

御
宿
所

こ
の
書
状
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
保
坂
関
に
対
す
額
に
も
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
朽
木
植
広

る
桂
田
氏
の
違
乱
を
排
除
す
べ
し
と
の
御
下
知
が
下
は
、
保
坂
関
の
将
軍
家
御
料
所
分
の
代
官
職
に
も
、

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朽
木
植
広
は
「
無
故
役
ま
た
延
暦
寺
分
の
代
官
職
に
も
、
と
も
に
自
己
の
被

所
、
桂
田
ニ
被
仰
付
候
」
と
の
挙
に
出
た
の
で
驚
い
官
人
を
配
す
る
こ
と
が
で
き
、
関
務
知
行
権
を
ほ
ぼ

て
い
る
、
し
か
も
そ
れ
以
後
、
公
用
銭
沙
汰
に
つ
い
完
全
に
掌
中
に
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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若
越
郷
土
研
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二
七
巻
五
号

74 

こ
れ
を
単
純
に
図
式
化
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

将
軍
家

御
料
所
i
細

川

氏

の

預

/

¥

被

官

人

の

請

地

j

朽
木
植
広
ヘ

延
暦
寺
i
小

林

国

家

¥

/

被

官

人

桂

田

氏

ご
方
公
文
分
)

な
お
、
公
用
銭
の
額
に
つ
い
て
は
、
一
方
公
文
分
が

「
毎
月
三
百
疋
宛
」
と
見
え
て
い
た
の
で
、
保
坂
関

全
体
で
は
少
な
く
と
も
月
別
六

O
O
疋
H
H
六
貫
文
(

こ
れ
は
冬
季
の
分
と
考
え
ら
れ
、
夏
季
は
さ
ら
に
多

か
っ
た
で
あ
ろ
う
)
、
年
額
に
し
て
七
二
貫
文
以
上
を

上
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
前
掲
十
二
月
六
日
の
書
状
で
公
用
銭
納
入

を
督
促
さ
れ
た
朽
木
植
広
は
、
九
日
に
返
報
を
作
成

し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

(
上
略
)
御
公
用
之
事
、
可
致
執
沙
汰
之
処
、

当
国
在
陣
儀
ニ
付
而
、
子
今
延
引
、
背
本
意
候
。

只
今
先
参
百
疋
O
上
申
候
。
相
残
候
分
申
、
掠

(

不

〕

此

使

ニ

(

ロ

)

而
申
付
、
口
可
肴
如
在
所
候
(
下
略
)

す
な
わ
ち
、
当
国
在
陣
の
た
め
に
公
用
銭
納
入
が

遅
延
し
た
が
、
こ
れ
は
決
し
て
本
意
で
は
な
く
、
と

り
あ
え
ず
三

O
O
疋
を
納
入
し
、
残
り
も
や
が
て
納

入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
関
務
代
官
が
納
入
す

べ
き
公
用
銭
は
朽
木
植
広
の
手
を
経
由
し
て
お
り
、

以
後
、
保
坂
関
の
領
有
権
者
が
公
用
銭
を
滞
り
な
く

確
保
す
る
た
め
に
は
、
朽
木
氏
と
の
関
係
を
こ
そ
良

好
に
保
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
保
坂
関
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、
い
ま

一
つ
見
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
に
、
寸
今
堀
日

士
ロ
神
社
文
書
し
の
、
享
禄
二
年
(
一
五
二
九
)
と
推

測
さ
れ
る
、
次
の
ご
と
き
南
北
古
賀
商
人
申
状
が
あ

る
。
必
要
部
分
だ
け
を
摘
記
し
て
お
こ
う
。

(

端

裏

書

略

)

(

古

賀

)

(
第
一
条
常
々
南
北
五
ヶ
出
銭
之
事
(
保
)

一
大
裏
為
御
料
所
、
昔
朽
木
殿
よ
り
法
坂
仁
新

関
門

U
、
商
人
衆
歎
申
、
御
棄
破
候
。
御
樽

(
古
賀
)

御
礼
物
事
、
南
北
五
ケ
・
南
市
致
支
配
候
。

(

第

二

条

)

更

自

余

族

不

存

事

。

一
能
州
よ
り
法
坂
仁
新
関
を
雄
御
立
候
、
歎
由
。
、

御
棄
破
候
(
下
略
)

(
第
四
条
)

一
横
山
殿
よ
り
法
坂
仁
新
関
を
被
立
候
。
同
歎

(
第
紅
一
御
棄
破
候
(
下
略
)

一
口
明
応
七
年
仁
、
越
中
殿
よ
り
因
子
新
兵
衛

為
御
代
官
、
法
坂
仁
新
関
を
御
立
候
。
然
処
、

(
第
ム
細
?
野
州
馳
走
一
候
て
、
御
棄
破
候
(
下
略
)

一
去
永
正
九
年
仁
、
上
坂
宗
左
衛
門
尉
・
桂
田

弥
七
郎
為
両
人
、
於
追
分
新
関
を
被
立
候
。

及
武
篇
、
関
屋
を
放
火
仕
候
。
其
後
、
饗
庭

大
炊
助
口
入
候
て
、
馬
太
刀
弁
方
々
の
礼
物

世
六
貫
文
に
て
相
果
、
新
関
を
棄
破
候
(
下

(
日
)
略
)

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
保
坂
に
は
数
度
に
亘
っ
て

新
関
の
設
置
が
企
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

が
、
そ
の
都
度
、
地
元
の
商
人
衆
(
五
ヶ
商
人
)
の

訴
え
に
よ
っ
て
棄
破
さ
れ
た
と
見
え
て
い
る
。
こ
れ

は
あ
く
ま
で
新
関
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
前
述
し
た

朽
木
氏
関
与
の
関
は
、
い
わ
ば
本
関
と
し
て
、
な
ん

ら
改
廃
を
、
つ
け
る
こ
と
な
く
、
一
貫
し
て
存
在
し
て

い
た
と
考
え
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
右
の
史
料
の
第
六
条
で
は
、
追
分
に
お
い

て
も
新
開
設
置
の
企
て
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

関
連
史
料
が
他
に
得
ら
れ
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で

あ
る
が
、
上
坂
宗
左
衛
門
・
桂
田
弥
七
郎
は
と
も
に

朽
木
氏
被
官
人
で
あ
ろ
う
か
ら
、
朽
木
氏
は
こ
の
追

分
に
も
自
己
の
被
官
人
を
配
し
て
、
支
配
下
に
組
み

入
れ
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
南
北

古
賀
な
ど
の
商
人
衆
は
、
「
武
篇
」
に
及
ん
で
こ
の

新
関
を
破
却
し
、
つ
い
に
設
置
の
意
図
を
放
棄
せ
し

め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
商
人
衆
に
と
っ
て
は
、
新

開
設
置
が
死
活
に
か
か
わ
る
重
大
事
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
例
証
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
一
方
で
、

そ
の

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



新
関
停
廃
に
あ
た
っ
て
は
三
六
貫
文
の
札
銭
が
納
入
係
が
わ
ず
か
な
が
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
、
最
後

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
上
坂
・
桂
田
氏
の
主
人
、
つ
に
参
考
と
し
て
、
関
所
で
関
銭
を
徴
収
さ
れ
る
物
品

ま
り
朽
木
氏
の
受
領
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
あ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
額

(
U
)
 

ろ
う
か
ら
、
追
分
新
関
の
停
止
は
、
朽
木
氏
に
と
り
、
は
い
か
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
か
を
示
す
史
料
を
な
が
め

必
ず
し
も
重
大
な
損
失
を
招
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
て
お
き
た
い
と
思
う
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
次
の

と

見

る

べ

き

で

あ

ろ

う

。

表

で

あ

る

。

こ

れ

は

応

永

二

年

(

一

三

九

五

)

に

定

注

以
上
、
前
節
と
本
節
と
の
検
討
に
よ
っ
て
、
大
杉
め
ら
れ
た
も
の
で
、
場
所
は
朽
木
口
、
つ
ま
り
朽
木
l
『
朽
木
文
書
』
第
七
六
号
。

・
保
坂
に
設
置
さ
れ
て
い
た
関
所
の
領
有
・
知
行
関
・
葛
川
を
経
て
京
都
に
入
る
大
原
(
ま
た
は
八
瀬
)

2

『
朽
木
文
書
』
第
七
九
号
。

付
近
に
設
け
ら
れ
た
率
分

3

『
朽
木
文
書
』
第
九
了
九
二
、
一
六
四
j

一
七
一
号
。

;
 

関
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。

4

『
朽
木
文
書
』
第
三
六
七
号
。
、

大
杉
・
保
坂
関
に
お
け
る

5

『
朽
木
文
書
』
第
三
二
三
号
。

も
の
で
な
い
の
が
残
念
な
6
『
朽
木
文
室
ご
第
二
ハ
六
号
。

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か

7

『
朽
木
文
書
』
第
九
一
号
。

し
朽
木
口
関
も
大
杉
・
保
8
『
朽
木
文
書
』
第
二

O
一号。

坂
関
も
同
一
の
経
路
上
の
9
『
朽
木
文
書
』
第
二
ハ
囚
・
二
ハ
五
、
二
ハ
七
j

一

も
の
で
あ
る
か
ら
、
関
銭
七
一
号
。

の
額
に
相
違
は
あ
っ
た
か
叩
『
朽
木
文
書
』
第
九
二
号
。

も
し
れ
な
い
が
、
賦
課
対
日
『
朽
木
文
書
』
第
三
八
六
号
。

象
の
物
品
は
ほ
ぼ
同
じ
で
ロ
『
朽
木
文
室
回
』
第
四
五
一
号
。

あ
っ
た
と
見
て
誤
り
あ
る
日
『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
第
一
三
八
号
。

ま
い
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
リ
H

『
山
科
家
礼
記
』
文
明
十
二
年
正
月
二
十
六
日
条
(

関
銭
賦
課
の
対
象
物
品
と
『
史
料
纂
集
』
古
記
録
編
)
。

そ

の

額

が

実

に

子

細

に

規

(

武

生

市

常

久

3文

朽木口率分関における関銭徴収物品とその額(応永2年)

3文 i鍛冶炭 l荷徒荷7文1駄海藻

75 

3文" 石砥3文" 7文" 魚
泉

3文

3文

3文

5文

10文

" 
" 
" 
" 
" 

包
奴ZJ3 

鹿皮

卒者

栗

鳥

3文

2文

3文

5文

7文

" 
" 

" 
" 

10文

10文

10文

20文

20文

檎物木"

" 

" 
" 

足駄

鉄

室岡

"'" で了

九
里
半
街
道
と
大
杉
・
保
坂
関 3文" 見(箕カ)5文" 30文柴草

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
と
と
も
に
、

北
陸
方
面
か
ら
京
都
に
輸
送
さ
れ
て
い
た
商
品
の
内

容
が
詳
細
に
窺
わ
れ
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
も
の
で

ふ
め
守
合
。

3文

3文

3文

" 
" 
" 

檎楚柱

竹

すすわら
ひ以下

10文

3文

3文

" 

" 

20文

8文

10文

50文

10文

3文

" 
" 
" 
" 

" 

布

合器

柿

高荷

紺灰

骨兵

(上)
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